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◇◇定点把握の対象となる５類感染症　発生状況◇◇　　（定点当たり患者数）

第 33 週

31 週 32 週 33 週 開始 終息

2.80 1.25 0.50 0.69 0.58 0.50 30 10 10

6.60 3.50 1.50 1.12 1.08 1.50

26.20 23.50 24.75 29.80 33.40 24.75

ＲＳウイルス感染症 0.00 1.00 1.00 0.51 0.94 1.00

咽頭結膜熱 0.00 0.00 0.33 0.18 0.23 0.33 3 1

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 5.33 3.67 5.00 0.82 1.06 5.00 8 4

感染性胃腸炎 1.00  0.33 0.00 2.11 1.39 0.00 20 12

水痘 0.00 0.67 0.00 0.18 0.23 0.00 2 1 1

手足口病 2.33 3.33 0.00 2.40 警報 0.74 0.00 5 2

伝染性紅斑（リンゴ病） 0.00 0.00 0.00 0.02 0.00 0.00 2 1

突発性発しん 0.33 0.33 0.33 0.19 0.35 0.33

ヘルパンギーナ 3.33 警報 0.33 0.33 0.69 0.52 0.33 6 2

流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ）
0.00 0.00 0.00 0.03 0.00 0.00 6 2 3

急性出血性結膜炎 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 1 0.1

流行性角結膜炎 0.00 4.00 1.00 0.35 0.71 1.00 8 4

細菌性髄膜炎 0.00 0.00 0.00 0.02 0.00 0.00

無菌性髄膜炎 0.00 0.00 0.00 0.05 0.08 0.00

マイコプラズマ肺炎 0.00 0.00 0.00 0.45 0.08 0.00

クラミジア肺炎

（オウム病は除く）
0.00 0.00 0.00 0.02 0.00 0.00

感染性胃腸炎
（ロタウイルスであるものに限る）

0.00 0.00 0.00 0.02 0.00 0.00

◇◇全数把握対象感染症　発生状況◇◇ ※報告日掲載　（県作成速報：診断日掲載）

一類感染症

二類感染症

三類感染症

四類感染症

五類感染症

◇◇トピックス・季節情報◇◇
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☆A群溶血性レンサ球菌咽頭炎に注意しましょう。
　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎について、県南保健所管内の定点当たり報告数は「5.00」で、県内で最も多い報告数となってい
ます。
　本疾患は、A群溶血性レンサ球菌による上気道の感染症で、学童期の小児に多いとされています。主な感染経路は飛沫感染およ
び接触感染です。潜伏期間は約2日～5日で、38℃以上の発熱、のどの痛み（咽頭痛）などを発症し、舌がイチゴ状になる（苺舌）
ことや嘔吐することもあります。熱は3日から5日以内に下がり、1週間以内に症状は改善しますが、まれに重症化して、喉や舌、全
身に発赤が拡がる「猩紅熱（しょうこうねつ）」に移行することがあります。
　マスクを着用する場合は鼻と口にしっかりフィットさせましょう。人は無意識に顔を触ることが多く、気づかないうちに口などに細菌
をつけてしまいます。手洗いを徹底しましょう。手洗いができない場合は、アルコールを使った手指消毒も効果的です。日頃からバラ
ンスの良い食事や十分な休養をとり、体調を整えることも大切です。
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COVID-19

急性呼吸器感染症（ARI)


